
第４号様式（ 第９条関係）

年 4月 1日

日進市議会議長 　宛て

議員名

年度政務活動費収支報告について

日進市議会政務活動費の交付に関する条例第９条第１項に基づき、別紙のとおり

令和6

令和5

川嶋　恵美

令和5年度政務活動費収支報告書を提出します。



令和5年度政務活動費収支報告書

議員名

　　政務活動費 円

円

（ 単位： 円）

円

広　聴　費 0

合　　　計

0

0

0

21, 780

78, 895

ゼンリン住宅地図

要請・ 陳情活動費

会　議　費

資料作成費

資料購入費

調査研究費

研　修　費

広　報　費

0

２　支　　出

１　収　　入

川嶋　恵美

58, 605

78, 895

137, 500

備　　　考項　　　目

57, 115

0

金　　　額

３　残　　額

研修参加費、交通費、宿
泊料等



参考　第１号様式

議員氏名

令和5年度政務活動費に係る事業実績報告書を次のとおり提出します。

R６年２月５日 第５１回 別添　「 調査視察地等の報告書」 のとおり
R６年２月６日 議員の学校

NPO法人多摩住民
自治研究所

R６年３月29日 ゼンリン住宅地図 市民相談等、土木案件において
住宅地図2016年度版を利用。
記載のないところが増えてきたため
最新のものを購入。

政務活動事業実績報告書

川嶋　恵美

年　月　日 事 業 名 事 業 概 要 及 び 成 果 等

（注）使途基準の項目別に記載すること。



調査視察地等の報告書

  令和６年２月１３日

 日進市議会議長 大橋ゆうすけ 様 

議 員 名 川嶋 恵美

実施年月日

       ２月５日から 

              ２日間 

       ２月６日まで 

行き先

都立多摩図書館セミナールーム

目 的 第５１回 議員の学校 

「 よくわかる自治体財政の基本とその課題」  

2024 年度国の予算・ 地方財政計画の動向と自治体予算審

議のポイントに参加するため 

報告事項

集中講義１ 予算審議のツボ①―自治体財政の基本を叩き込む―

集中講義２ 予算審議のツボ②―2024年度の地方財政計画と自治体予算― 

集中講義３ 予算審議のツボ③―予算審議のポイントと今後の自治体財政― 

講師： 森裕之氏（ 立命館大学教授）

実践報告と提言 議員活動を振り返りながら―2期目の挑戦 

講師： 伊藤英人氏（ 東京都奥多摩町議会議員）  

シリーズ講義［ １］ 社会保障関係予算の動向と自治体の福祉施策 

講師： 石川満氏（ 「 議員の学校」 学校長、多摩住民自治研究所理事）  

 ※別添資料



別紙添付資料① 

第51回 議員の学校 

日時：2024年2月5日・6日 

主催：NPO法人 多摩住  治研究所

会場：都立多摩図書館セミナールーム、zoom 

参加者：会場55名 オンライン62名 

よくわかる自治体財政の基本とその課題

2024年度国の予算・地方財政計画の動向と自治体予算審議のポイント

集中講義1予算審議のツボ①森裕之氏（立命館大学教授）

自治体財政の基本を叩き込む

自治体の財政について家計による理解をわかりやすく抗議していただきました。 

＊一般財源が少なければ、特定財源が入ってこない。 

＊自治体の財政指標のすべてが一般財源との関係で判断されること。 

＊地方交付税をペットボトルに注ぎ込まれるお茶で覚える。 

＊独自の行政サービスに使う財源は留保財源で、税収が多い方が良い理由はその留保財源が増えるため。 

＊歳出を見る場合の注意点は、その中に含まれる一般財源の負担分を見る。 

＊建設費（投資的経費）はその後の維持管理が全て自治体の一般財源の負担でま買わなければいけないことに注

意する。 

集中講義2予算審議のツボ②森裕之氏（立命館大学教授）

2024年度の地方財政計画と自治体の予算

＊基準財政需要額の項目ごとの測定単位（行政項目ごとに人口、面積などを制定）と単位費用（測定単位ごとの

単価）、補正係数（自然的・社会的条件の違いによる行政経費の差を反映させるための割りまし、あるいは割り落

とし（段階補正、密度補正、寒冷補正など）例えば新潟県の除雪費用など自治体が決めるもの） 

＊子どもの支援策は所得で区切ることがあるが、本来はみんな一緒がよいに決まっているが、財源が限られてい

るから一定数になってしまう。（普遍主義と選別主義） 

＊会計年度任用職員の勤勉手当を措置するのかを質問するとよい。 

＊政府の重点施策と自治体予算との切り結びの考え方を学びました。 

実践報告と提言

議員活動を振り返りながらー２期目の挑戦講師：伊藤英人氏（東京都奥多摩町議会議員）

高齢化率５０％ 森林率９４％ 自主財源２１．３％ 特産品：奥多摩わさび 

伊藤氏はカヌーを通じて奥多摩に移住し、カヌー講師・林業従事・わさび栽培・貸農園など行っている。 

観光客向けのゴミ袋を販売・ふるさと納税のオンライン対応・企業との連携協定など実績を当事者目線で発信し



ている。 

同期当選の同じ２期目で、とても参考になりました。 

グループワーク

埼玉県越谷市白川英嗣議員

静岡県富士宮市近藤千鶴議員

沖縄県豊見城市宮城恵議員

愛知県日進市川嶋恵美

のグループで自己紹介と自治体の規模や議会の様子などの意見交換をした。議会として意見をまとめられると一

番いいのだが、難しいことが多い。 

それぞれの議会の様子を知ることができ参考になった。 

２日目（月曜日の大雪のため、急遽朝一番で日進に戻り、市役所でオンライン受講に切り替えました。）

集中講義３予算審議のツボ③森博之氏（立命館大学教授）

予算審議のポイントと今後の自治体財政

＊これからの地方財政は「自立」を求められている。DXにより人件費を削減することにより、ペットボトルの

枠を小さくしてもいいのではないかと政府は地方財政への「選択と集中」を強めていくことになる。 

＊「子ども未来戦略方針」において、「加速化プラン」の財源については徹底した歳出改革によって確保すること

とされており、加速化プランに記載されている、子ども・子育て政策の財源については、この中で合わせて検討

する。 

＊ふるさと納税の税収分は現在寄付 収 となっている。これを住 税収分としたら、財務省は交付税をその分

出さずに済む。 

＊例えば、 野市の例から、下 道事業の繰り出し が減るということは、住 の負担が増えるのかどうかを質

問する。 

＊京都市と明石市の例から、予算を変えると地域が変わる事がわかる。京都市は法定外税に 

宿泊税をかけた。住んでいない人に税金をかける。高級ホテルを建てインバウンドの税収を見込むが、地価が上

がり若者が住めない地域になってしまい人口が減る。明石市は児童福祉費に集中させ、若者層を中心とした転入

超過によって２０１２年から人口の社会増が始まり、若者層の転入超過は所得平均の上昇、新たな住宅需要とそ

れに伴う地価の上昇をもたらした。中心市街地では来街者が増加し、商業環境の向上により新規出店者数の増加

と中心市街地の地価上昇が生じた。 

＊自治体政策には「目的」「手段」「主体」の三点セットが必要。大切な価値を持って、自分の住むまちの将来の

姿を描くことが、自治体政策の「目的」。「目的」に向かって政策を追行するためには、何よりも合理的な「手段」

が必要であり、その最も強力な武器が予算である。 

＊地  治に関する理念、 政の実情、住 の生活実態について、絶えず正しい認識を育成し、それらをもとに

対話・コミュニケーションを続けていかなければいけない。 



新シリーズ講義［１］ 川満（「議員の学校」学校、多摩住治研究所理事）

「社会保障関係予算の動向と自治体の福祉施策」

＊今後も増大する福祉施設の財源確保をどう考えるか。市は一般会計予算の5割程度が  費。

＊高齢者施設、障碍者施設、子ども・教育施設などすべての拡充をしなければいけない。 

＊能登半島地震の教訓をどう生かすか。 

＊高齢者保健福祉計画、介護保険事業計画、障碍者計画、子ども子育て支援計画、地域福祉計画などについて、

議会や住 との熟議の機会を増やしていかなければいけない。

＊住 の、いのち・暮らし・健康・ 権を守るのが市町村だと、肝に銘じなければいけない。

一日目は、日本一わかりやすいとの評判の森先生の講義を対面で受けることができ、他自治体の議員との交流会

もあり、刺激を受けました。二日目は大雪のため、電車の心配があり、急遽日進市に戻り、オンラインでの受講

となりました。やはり対面での受講のほうが、休憩時間などの交流ができよいと感じました。しかし、オンライ

ンでも、講義はしっかりと受けることができ、先ずは直近の３月議会に活かせるとよいですが、今後の議員活動

にも生かせることが多い、実りある勉強になりました。 



参考　第３号様式（第１３条関係）

ＮＯ１

議員氏名　川嶋　恵美

令和5年度政務活動費会計帳簿

（単位：円）

合　計

２０２３年５月３１日

２０２３年１２月２５日

２０２３年１２月２５日

２０２４年２月１日

２０２４年２月５日

２０２４年２月５日

２０２４年２月５日

年月日 摘　　　要

交通費（西国分寺→立川駅）

交通費（立川→鶴舞）

収　入 支　出 残　高
 領 収 書
 番 号

137,500令和5年度交付分

２０２４年２月５日

２０２４年２月６日

２０２４年２月６日

2024年３月２９日

手数料 440 112,060 2

137,500

研修参加費 25,000 112,500 1

交通費（日進→名古屋） 530 100,970 参考第2号様式

交通費（名古屋→東京） 10,560 101,500 3

170 100,580 参考第2号様式

交通費（東京→西国分寺） 220 100,750 参考第2号様式

10,780 80,875 5研修費

宿泊費 8,925 91,655 4研修費

ゼンリン住宅地図 21,780 58,605 6資料購入費

交通費（鶴舞→日進） 490 80,385 参考第2号様式研修費

科　目

研修費

研修費

研修費

研修費

研修費

研修費

137,500 78,895 58,605



参考　第６号様式

旅費精算内訳書

年 2 月 5 日 ～ 年 2 月 6 日 （ 1 泊 2 日 ）

交 通 費 内 訳

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

円

円

円

円

円

※　種別は、飛行機、ＪＲ、鉄道、地下鉄、バス、車　等を記入のこと。

第５１回　議員の学校

都立多摩図書館セミナール

川嶋　恵美

特急料金／

特急料金／

特急料金／ 4,180円

特急料金／

特急料金／

名古屋駅

東京駅

西国分寺駅

立川駅

鶴舞駅

日進駅

→

交通費小計

宿　泊　料

実績合計額

政務活動費充当額

差　引　額

22,750

8,925

31,675

31,675

0

←→ (運賃／ 特急料金／

／ ←→ (運賃／

特急料金／

／ ←→ (運賃／

←→ (運賃／ 特急料金／

←→ (運賃／

530円

(運賃／ 6,380円

特急料金／

令和6 令和6

(運賃／

→

→

日進駅

名古屋駅

東京駅

西国分寺駅

明　　　　細

(運賃／ 220円 特急料金／

(運賃／ 170円

→

目　　的

行 き 先

JR

期　　間

氏　　名

5

月日 種別

鉄道

JR

JR

金　額（円）

／

2

490

530

10,560

220

170

10,780JR

鉄道 →

→立川駅

鶴舞駅

←→

2 (運賃／ 490円 特急料金／

(運賃／ 6,600円 特急料金／ 4,180円

6 (運賃／



参考　第２号様式（第９条関係）

領収書等を徴し難い事情があった支出の明細書

議員氏名 川嶋　恵美

注「支出の目的」の欄には、支出の目的（乗車券、講師謝金等）を記載ください。

支出年月日 支出の金額
（円）

支出の目的
 領収書その他の支出を証す
 べき書面を徴し難かった事
 由

920円 乗車券 交通系ICカード利用

490円 乗車券 交通系ICカード利用

２月５日

２月６日












